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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月18日(2015.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物品を保持する容器であって、
　基層に少なくとも部分的に固定されるラミネート層と、
　協働して該容器の空洞を少なくとも部分的に画定する底壁及び側壁であって、前記ラミ
ネート層は、前記空洞に隣接する該容器の内面を少なくとも部分的に構成し、前記側壁は
、端部領域を有し、該端部領域の少なくとも一部は湾曲し、且つ複数のプリーツが少なく
とも前記側壁の前記端部領域に形成される、底壁及び側壁と、
　該容器の前記空洞への前記ラミネート層の浮き上がりを少なくとも部分的に低減する、
該容器に延在する複数のスコア線と、
　前記底壁及び前記側壁をつなぐ底角部であって、前記複数のスコア線は少なくとも前記
底角部に延在する、底角部と、
を有する、容器。
【請求項２】
　前記複数のスコア線である前記スコア線は、前記容器の前記内面にそれぞれの溝を少な
くとも部分的に画定し、前記複数のスコア線である前記スコア線は、前記容器の外面にそ
れぞれの凸部を少なくとも部分的に画定する、請求項１に記載の容器。
【請求項３】
　前記底角部は、前記ラミネート層が前記基層よりも概して小さい曲率半径を有するよう
に、湾曲して、前記容器の外面から凸状になっている、請求項２に記載の容器。
【請求項４】
　前記側壁は側部領域を有し、前記複数のスコア線は、前記側壁の前記側部領域に隣接す
る前記底角部に延在する第１の複数のスコア線と、前記側壁の前記端部領域に隣接する前
記底角部に延在する第２の複数のスコア線とを含む、請求項２に記載の容器。
【請求項５】
　前記側壁の前記側部領域は湾曲し、前記容器の外面から凹状になっており、前記第１の
複数のスコア線である前記スコア線は湾曲している、請求項４に記載の容器。
【請求項６】
　前記側壁は第１の側部領域及び第２の側部領域を有し、前記複数のスコア線は、前記側
壁の前記第１の側部領域に隣接する前記底角部に延在する第１の複数のスコア線と、前記



(2) JP 2015-532248 A5 2015.12.17

側壁の前記第２の側部領域に隣接する前記底角部に延在する第２の複数のスコア線とを含
む、請求項１に記載の容器。
【請求項７】
　前記側壁の前記第２の側部領域は湾曲し、前記容器の外面から凹状になっており、前記
第２の複数のスコア線である前記スコア線は湾曲している、請求項６に記載の容器。
【請求項８】
　前記第２の複数のスコア線の各スコア線の端点が、前記第２の複数のスコア線の前記そ
れぞれのスコア線の中点よりも前記側壁の前記第１の側部領域から遠くにある、請求項７
に記載の容器。
【請求項９】
　前記側壁の前記第１の側部領域は概して真っ直ぐであり、前記第１の複数のスコア線で
ある前記スコア線は概して真っ直ぐである、請求項７に記載の容器。
【請求項１０】
　前記端部領域は、前記第１の側部領域と前記第２の側部領域との間に延在し、第３の複
数のスコア線が、前記側壁の前記端部領域の少なくとも一部に隣接する前記底角部に延在
し、前記側壁の前記端部領域の少なくとも一部は湾曲している、請求項６に記載の容器。
【請求項１１】
　前記側壁は前記底角部から概して上方に延在し、フランジが前記側壁から概して外方に
延在する、請求項１に記載の容器。
【請求項１２】
　前記底角部は、前記ラミネート層が、少なくとも該底角部において前記基層よりも概し
て小さい曲率半径を有するように湾曲している、請求項１に記載の容器。
【請求項１３】
　前記底壁の少なくとも一部が、前記底角部の少なくとも一部よりも高く隆起している、
請求項１に記載の容器。
【請求項１４】
　物品を保持する容器を形成するためのブランクであって、
　基層に少なくとも部分的に固定されるラミネート層と、
　協働して、該ブランクから形成される前記容器の空洞を少なくとも部分的に画定する底
部及び辺縁部であって、前記ラミネート層は、該ブランクから形成される前記容器の内面
を少なくとも部分的に形成する、底部及び辺縁部と、
　該ブランクに延在し、該ブランクから形成される前記容器の前記空洞への前記ラミネー
ト層の浮き上がりを少なくとも部分的に低減する複数のスコア線と、
　前記底部及び前記辺縁部をつなぐ底角領域であって、前記複数のスコア線は、少なくと
も前記底角領域に延在する、底角領域と、
　前記辺縁部の端部領域にある複数のプリーツスコアであって、前記辺縁部は、前記ブラ
ンクから形成される前記容器の少なくとも側壁を少なくとも部分的に形成し、該複数のプ
リーツスコアである該プリーツスコアは、前記ブランクから形成される前記容器の前記側
壁にそれぞれのプリーツを形成する、複数のプリーツスコアと、
を有する、ブランク。
【請求項１５】
　前記複数のスコア線である前記スコア線は、前記ブランクの前記内面にそれぞれの溝を
少なくとも部分的に画定し、前記複数のスコア線である前記スコア線は、前記ブランクの
外面にそれぞれの凸部を少なくとも部分的に画定する、請求項１４に記載のブランク。
【請求項１６】
　前記容器が前記ブランクから形成されると、前記底角領域は、湾曲した底角部を形成し
、前記容器が前記ブランクから形成されると、前記底角部は、前記ラミネート層が前記底
角部において前記基層よりも概して小さい曲率半径を有するように、前記ブランクから形
成される前記容器の外面から凸状になっている、請求項１５に記載のブランク。
【請求項１７】
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　前記辺縁部は側部領域を有し、前記複数のスコア線は、前記辺縁部の前記側部領域に隣
接する前記底角領域に延在する第１の複数のスコア線と、前記辺縁部の前記端部領域に隣
接する前記底角領域に延在する第２の複数のスコア線とを含む、請求項１５に記載のブラ
ンク。
【請求項１８】
　前記第１の複数のスコア線である前記スコア線は湾曲しており、前記辺縁部の前記側部
領域は、前記容器が前記ブランクから形成されると、前記側壁の湾曲部を形成し、該側壁
の該湾曲部は、前記ブランクから形成される前記容器の外面から凹状になっている、請求
項１７に記載のブランク。
【請求項１９】
　前記辺縁部は、第１の側部領域及び第２の側部領域を有し、前記複数のスコア線は、前
記辺縁部の前記第１の側部領域に隣接する前記底角領域に延在する第１の複数のスコア線
と、前記辺縁部の前記第２の側部領域に隣接する前記底角領域に延在する第２の複数のス
コア線とを含む、請求項１４に記載のブランク。
【請求項２０】
　前記第２の複数のスコア線である前記スコア線は湾曲しており、前記辺縁部の前記第２
の側部領域は、前記容器が前記ブランクから形成されると、前記側壁の湾曲部を形成し、
該側壁の該湾曲部は、前記ブランクから形成される前記容器の外面から凹状になっている
、請求項１９に記載のブランク。
【請求項２１】
　前記第２の複数のスコア線の各スコア線の端点が、前記第２の複数のスコア線の前記そ
れぞれのスコア線の中点よりも前記辺縁部の前記第１の側部領域から遠くにある、請求項
２０に記載のブランク。
【請求項２２】
　前記第１の複数のスコア線である前記スコア線は概して真っ直ぐであり、前記辺縁部の
前記第１の側部領域は、前記容器が前記ブランクから形成されると、前記側壁の概して真
っ直ぐな部分を形成する、請求項２０に記載のブランク。
【請求項２３】
　前記端部領域は、前記第１の側部領域と前記第２の側部領域との間に延在し、第３の複
数のスコア線が、前記辺縁部の前記端部領域の少なくとも一部に隣接する前記底角領域に
延在する、請求項１９に記載のブランク。
【請求項２４】
　前記ブランクの前記辺縁部は、前記容器が前記ブランクから形成されると、側壁及びフ
ランジを少なくとも部分的に形成する、請求項１４に記載のブランク。
【請求項２５】
　容器を形成する方法であって、
　基層に少なくとも部分的に固定されるラミネート層と、複数のスコア線と、底部と辺縁
部と、該底部及び該辺縁部をつなぐ底角領域とを有するブランクを得るステップと、
　前記ブランクから底壁及び側壁を有する前記容器を形成するステップであって、該容器
を形成するステップは、前記底壁及び前記側壁によって少なくとも部分的に画定される空
洞を形成するステップと、前記ブランクの前記辺縁部から少なくとも前記側壁を形成する
ステップと、前記ブランクの前記底部から前記底壁を形成するステップと、前記ブランク
の前記底角領域から底角部を形成するステップと、前記側壁の側部領域を形成するステッ
プとを含み、前記ラミネート層は、前記空洞に隣接する前記容器の内面を構成する、形成
するステップと、
を含み、
　前記容器を形成するステップの際に、前記複数のスコア線は、前記容器の前記空洞への
前記ラミネート層の浮き上がりを少なくとも部分的に低減し、前記側部領域は湾曲し、前
記容器の外面から凹状になっている、方法。
【請求項２６】
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　前記底角部は、前記ラミネート層が前記基層よりも概して小さい曲率半径を有するよう
に、湾曲し、前記容器の外面から凸状になっており、前記複数のスコア線は少なくとも前
記底角部に延在する、請求項２５に記載の方法。
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